
復刊第二十三号

2015年 2月
身延別院発行

〒103-0001
東京都中央区

日本橋小伝馬町3-2
Tel 03-3661-3996
Fax 03-3663-2766

平成２７年（２０１５年） ２月 願 満（年３回発行）

青
年
会
の
初
企
画

若
い
女
性
が
多
数
参
加

身
延
別
院
青
年
会
主
催
の
新
年
写
経
会
が
一
月
十
八
日
、
当
院
で
開
か
れ
ま
し
た
。

檀
信
徒
さ
ん
を
は
じ
め
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
お
寺
に
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
青
年

会
が
初
め
て
企
画
し
ま
し
た
。
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
し
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
た
り
し
て
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
約
二
十
人
の

募
集
に
対
し
て
、
三
十
人
以
上
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

檀
信
徒
さ
ん
の
ほ
か
、
当
院
を
初
め
て
訪
れ
る
と
い
う
人
の
姿
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
女
性
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
も
今
回
の
特
徴
で
、
写
経

で
心
清
ら
か
に
新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
い
う
女
性
た
ち
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

写
経
に
は
、
経
典
を
保
存
し
弘
通
す
る
た
め
の
写
経
と
、
祈
願
の
た
め
の
写
経
が
あ

り
、
前
者
を
蔵
経
、
後
者
を
願
経
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
願
経
に
は
巻
末
に
願
文
を
書

き
ま
す
。
た
だ
、
私
た
ち
が
、
心
清
ら
か
に
穏
や
か
に
取
り
組
み
た
い
場
合
の
写
経

で
あ
れ
ば
、
願
文
を
書
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
の
写
経
会
は
当
院
地
下
ホ
ー
ル
に
机
と
イ
ス
を
用
意
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
藤
井
教
祥
副
住
職
か
ら
、
写
経
の
心
構
え
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

写
経
を
始
め
ま
し
た
。
妙
法
蓮
華
経
如
来
壽
量
品
第
十
六
の
お
自
我
偈
が
書
か
れ
た

お
手
本
の
上
に
料
紙
を
置
き
、
面
相
筆
を
使
っ
て
一
つ
一
つ
の
文
字
を
丁
寧
に
な
ぞ

り
ま
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
気
分
に
満
ち
た
会
場
で
、
予
定
時

間
の
二
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
女
性
参
加
者
か
ら
は
「
次
の
機
会

も
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
（
四
ペ
ー
ジ
に
写
真

特
集
）
（
平
山
）
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第
二
十
三
回

大
阪
府
堺
市
・
櫛
笥
（
く
し
げ
）
寺

つ
ぼ
日
審
さ
ま
の
安
産
守
護
の
お
寺

日
蓮
宗
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
る
「
正
法
」
と
い
う

年
四
回
発
行
の
雑
誌
が
あ
り
ま
す
。
最
新
号
の
平
成
二

十
七
年
お
正
月
号
に
、
大
阪
府
堺
市
堺
区
の
寺
町
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
な
ん
と
、
南
海
本
線

堺
駅
か
ら
歩
い
て
い
け
る
範
囲
に
十
九
も
の
日
蓮
宗
寺

院
が
あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
こ
の
地
域
に
、
こ

ん
な
に
日
蓮
宗
の
お
寺
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
な
ん
て
！

こ
こ
な
ら
一
度
に
た
く
さ
ん
の
お
寺
を
参
拝
で
き
そ
う

だ
」
。

私
は
、
こ
の
十
九
か
寺
の
う
ち
、
以
前
参
拝
し
た
こ

と
の
あ
る
本
山
・
妙
国
寺
を
除
く
十
八
か
寺
を
一
日
で

参
拝
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
一
日
に
十
八
か
寺
か

ら
御
首
題
を
い
た
だ
く
と
い
う
の
は
、
成
就
で
き
た
な

ら
、
過
去
最
高
の
数
で
す
。
参
拝
し
た
い
旨
の
お
手
紙

を
十
八
か
寺
に
事
前
に
お
送
り
し
、
前
日
夜
に
大
阪
市

内
に
到
着
し
宿
泊
。
翌
朝
、
堺
区
に
異
動
し
て
午
前
八

時
半
か
ら
参
拝
を
始
め
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
六
番
目
に
具
足
山
櫛
笥
寺
を
訪
ね
た
と
き
の

こ
と
で
し
た
。
「
あ
れ
れ
、
以
前
、
こ
の
よ
う
な
た
た

ず
ま
い
の
お
寺
を
見
た
こ
と
が
あ
る
ぞ
。
あ
る
と
す
れ

ば
、
平
成
二
十
年
二
月
に
本
山
妙
国
寺
を
訪
ね
た
日
の

は
ず
。
し
か
し
、
御
首
題
を
い
た
だ
い
た
か
ど
う
か
ま

で
は
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
」
と
感
じ
た
の
で

す
。
今
回
、
櫛
笥
寺
で
は
無
事
に
御
首
題
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
明
応
元
年
（
一
四
九
二
年
）
櫛
笥

大
納
言
隆
朝
卿
が
創
建
し
、
本
住
院
日
染
上
人
の
開

山
。
京
都
の
本
山
立
本
寺
の
末
寺
で
す
が
、
奉
行
所
書

付
に
は
『
京
都
立
本
寺
と
、
当
地
櫛
笥
寺
と
は
両
寺
一

寺
と
申
す
』
と
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
朱
印

寺
で
、
豊
臣
秀
吉
は
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六

年
）
、
一
石
一
斗
の
朱
印
を
寄
せ
、
徳
川
幕
府
が
こ
れ

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
櫛
笥
寺
に
安
置
し
て
い
る
日
審
上
人
は
、
慶

長
四
年
（
一
五
九
九
年
）
に
母
親
の
梅
女
が
懐
妊
中
に

亡
く
な
り
、
お
墓
の
壺
棺
の
中
で
奇
跡
的
に
生
ま
れ
、

幽
霊
と
な
っ
た
梅
女
か
ら
水
飴
を
与
え
ら
れ
、
奇
跡
の

成
長
を
遂
げ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
長
の
後
に

出
家
し
、
日
本
の
富
楼
那
（
釈
尊
の
十
大
弟
子
中
説
法

の
第
一
人
者
）
と
呼
ば
れ
、
説
教
二
万
余
座
、
帰
依
す

る
者
は
九
万
余
人
と
い
う
高
僧
と
な
り
ま
し
た
。
櫛
笥

寺
の
第
八
世
・
中
興
の
祖
と
な
り
、
安
産
守
護
の
誓
い

を
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、
堺
区
内
の
十
八
か
寺
参
拝
で
す
が
、
途
中
、

お
寺
の
皆
さ
ん
に
道
案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
、
乗
用
車

で
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
一
日
で
参
拝
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
の
こ
と
だ
な
あ
と
感
激
し
ま
し
た
。
自
宅
に
戻
り
、

御
首
題
帳
を
調
べ
る
と
、
平
成
二
十
年
二
月
七
日
に
櫛

笥
寺
か
ら
御
首
題
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
し
た
。
計
画
を

立
て
る
段
階
で
、
数
多
く
ま
わ
る
こ
と
に
ア
タ
マ
が
い

っ
ぱ
い
で
、
参
拝
の
記
録
を
す
っ
か
り
見
過
ご
し
て
い

た
の
で
し
た
。
（
平
山
徹
・
新
聞
記
者
）
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一
面
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、
身
延

別
院
で
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
新
年
写
経
会

に
は
、
定
員
約
二
十
人
を
大
幅
に
上
回
る
三
十

人
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
宗
派
不
問

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
た
の
に
対

し
、
一
般
参
加
者
は
若
い
女
性
の
姿
が
本
当
に

目
立
ち
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
は
、
写
経
は

初
め
て
と
い
う
人
た
ち
で
し
た
。

「
写
経
を
す
る
と
き
は
、
雑
念
を
捨
て
、
た

だ
ひ
た
す
ら
書
写
に
心
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
上

手
で
も
下
手
で
も
、
丁
寧
に
心
を
込
め
て
書
く

こ
と
が
大
切
で
す
」
―
―
そ
ん
な
藤
井
教
祥
副

住
職
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
参
加
者
一
人
一
人
が

心
を
集
中
さ
せ
、
お
自
我
偈
の
文
字
を
書
い
て

い
き
ま
し
た
。

お
自
我
偈
は
法
華
経
如
来
壽
量
品
の
エ
ッ
セ

ン
ス
と
な
る
部
分
で
、
五
百
十
文
字
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
写
経
会
は
午
後
一
時
半
か
ら

三
時
半
ま
で
で
し
た
が
、
時
間
内
に
仕
上
が
ら

な
か
っ
た
人
も
多
く
、
後
日
、
当
院
に
持
っ
て

き
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。

写
経
会
の
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
お
自
我

偈
を
一
読
し
ま
し
た
。
ま
た
、
副
住
職
ら
が
、

書
写
し
た
お
経
に
、
新
年
の
好
運
気
の
ご
祈
祷

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
二
回
目
の

写
経
会
を
期
待
す
る
声
が
次
々
に
あ
が
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
開
催
に
多
く
の
参
加
者
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
主
催
の
青
年
会
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
も
望
外
の
喜
び
で
、
今
後
の
開
催
を
検
討
し

た
い
と
し
て
い
ま
す
。
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趣
向
を
凝
ら
し
た
豆
ま
き
が
大
好
評

身
延
別
院
の
節
分
会
と
星
祭
り
が
二
月
三
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
日
本
橋
小
伝
馬
町
の
当
院
に
は
一

年
の
幸
福
と
社
会
の
安
穏
を
願
う
参
詣
者
が
た
く
さ
ん

集
ま
り
ま
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
本
堂
で
節
分
会
の
法
要
が
営
ま
れ
、

檀
信
徒
約
七
十
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
当
院
ゆ
か
り
の

お
上
人
が
た
が
法
華
経
の
序
品
、
方
便
品
、
寿
量
品
、

神
力
偈
、
観
音
偈
を
読
誦
し
た
後
、
一
年
の
安
穏
を
願

っ
て
八
人
の
修
法
師
が
木
剣
を
手
に
ご
祈
祷
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
藤
井
住
職
が
豆
ま
き
の
由
来
な
ど
を
解
き
明

か
し
た
法
話
に
、
参
列
者
の
多
く
が
興
味
深
そ
う
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
豆
ま
き
は
宇
多
天
皇
の
時
代
の
八
〇

〇
年
後
半
か
ら
九
〇
〇
年
前
半
頃
に
は
行
わ
れ
て
い
た

と
言
い
、
鬼
退
治
に
炒
っ
た
豆
を
ぶ
つ
け
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

午
後
一
時
五
十
分
ご
ろ
か
ら
豆
ま
き
と
な
り
、
藤
井

住
職
の
「
除
災
得
幸

福
は
内
」
と
い
う
発
声
を
合
図

に
、
年
男
・
年
女
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
が
境
内
の
参
詣

者
に
向
か
っ
て
一
斉
に
福
豆
や
福
銭
を
ま
き
ま
し
た
。

今
回
は
趣
向
を
凝
ら
し
、
袋
入
り
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
や
、
お
菓
子
な
ど
も
ま
か
れ
、
参
詣
者
か
ら
は

大
好
評
で
し
た
。
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中
山
法
華
経
寺
と
堀
之
内
妙
法
寺
へ
初
詣

身
延
別
院
の
檀
信
徒
の
一
行
が
一
月
十
日
、
千
葉
県

市
川
市
の
中
山
法
華
経
寺
荒
行
堂
と
総
武
霊
園
、
東
京

都
杉
並
区
の
堀
之
内
妙
法
寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。
本
年

最
初
の
団
参
で
、
新
春
初
詣
で
す
。

参
加
し
た
の
は
藤
井
教
祥
副
住
職
は
じ
め
檀
信
徒
の

皆
さ
ん
十
四
人
。
一
行
は
午
前
九
時
十
五
分
に
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
当
院
を
出
発
し
ま
し
た
。
最
初
に
訪
れ
た
法

華
経
寺
で
は
、
荒
行
堂
で
全
堂
代
表
の
東
京
・
本
念
寺

住
職
浅
井
信
英
師
が
導
師
と
な
り
、
ご
祈
祷
を
受
け
ま

し
た
。
荒
行
成
満
ま
で
一
月
に
迫
っ
た
こ
の
時
期
、
法

華
経
寺
境
内
は
全
国
か
ら
荒
行
僧
を
見
舞
い
に
訪
れ
る

檀
信
徒
で
た
い
へ
ん
な
混
雑
で
し
た
。

続
い
て
訪
れ
た
総
武
霊
園
で
は
当
院
開
山
で
身
延
山

久
遠
寺
第
七
十
三
世
法
主
の
文
明
院
日
薩
上
人
と
、
当

院
初
代
住
職
で
身
延
山
久
遠
寺
第
八
十
六
世
法
主
の
一

乗
院
日
静
上
人
の
お
墓
を
お
参
り
し
ま
し
た
。

総
武
霊
園
を
出
発
し
た
一
行
は
午
後
一
時
三
十
分
に

堀
之
内
妙
法
寺
に
到
着
。
本
堂
で
お
開
帳
を
受
け
、
そ

の
後
、
諸
堂
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
三

時
四
十
五
分
に
は
当
院
に
到
着
し
ま
し
た
。

岩
手
・
法
華
寺
の
一
行
が
当
院
を
団
参

岩
手
県
遠
野
市
の
法
華
寺
（
住
職
・
阿
部
是
秀
上

人
）
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
約
三
十
人
が
昨
年
十
二
月
七

日
に
、
当
院
を
参
拝
し
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
参

拝
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

当
院
と
法
華
寺
は
縁
が
深
く
、
住
職
の
阿
部
上
人
は

当
院
初
代
住
職
の
藤
井
日
静
上
人
が
身
延
山
法
主
だ
っ

た
こ
ろ
、
学
生
と
し
て
随
身
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
法
華
寺
の
開
山
は
当
院
初
代
の
藤
井
日
静
上
人
で

す
。
一
行
は
七
日
早
朝
に
当
院
に
到
着
。
地
下
ホ
ー
ル

で
休
憩
し
、
朝
食
を
と
っ
た
後
、
本
堂
で
お
開
帳
を
受

け
、
当
院
初
代
住
職
一
乗
院
日
静
上
人
、
二
世
妙
道
院

日
光
上
人
の
ご
回
向
を
行
い
ま
し
た
。



豆
ま
き
後
の
福
引
も
大
盛
況

豆
ま
き
の
後
は
、
豪
華
賞
品
の
当
た
る
福
引
き
が
本

堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
男
・
年
女
と
し
て
申
し
込
み

を
済
ま
せ
た
檀
信
徒
さ
ん
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
商
品
は
本
年
も
、
帝
国
ホ
テ
ル
ペ

ア
宿
泊
券
、
ネ
ス
プ
レ
ッ
ソ
（
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
）

な
ど
の
豪
華
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
定
食
事

券
、
商
品
券
、
博
多
鳥
鍋
セ
ッ
ト
な
ど
の
賞
品
が
総
代

か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
形
町
今
半
食
事

券
、
高
級
清
酒
、
写
経
セ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
お
上
人
か

ら
の
提
供
品
も
並
び
ま
し
た
。

今
年
は
抽
選
会
に
先
立
っ
て
、
お
笑
い
ユ
ニ
ッ
ト

「
ダ
ブ
ル
ス
パ
ム
」
の
新
垣
栄
斗
さ
ん
が
コ
ン
ト
を
披

露
。
会
場
の
檀
信
徒
さ
ん
ら
を
笑
い
の
渦
に
誘
い
ま
し

た
。
新
垣
さ
ん
は
当
院
の
檀
家
の
娘
さ
ん
の
夫
と
い
う

ご
縁
で
の
登
場
で
す
。
抽
選
会
の
司
会
進
行
も
務
め
た

新
垣
さ
ん
が
、
デ
ジ
タ
ル
抽
選
機
に
掲
示
さ
れ
た
番
号

を
読
み
上
げ
る
た
び
、
檀
信
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

身
延
別
院
の
檀
信
徒
有
志
が
一
月
十
九
、
二
十
日
、

節
分
会
で
用
い
る
豆
の
袋
詰
め
を
地
下
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
六
斗
五
升
分
の
豆
が
用
意
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
檀
信
徒
さ
ん
た
ち
は
、
豆
を
杯
で
袋
に

入
れ
る
役
、
袋
を
ホ
チ
キ
ス
で
と
め
る
役
な
ど
、
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
、
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
事
前
に
準
備
を
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
節
分
会
は
二
月
三
日
に
盛
大
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
豆
入
れ
奉
仕
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
の
は
以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。

阿
久
津
喜
美
子
、
石
渡
日
出
子
。
伊
東
精
子
、
今
井

善
子
、
岡
本
春
雄
、
岡
本
つ
ね
子
、
勝
見
登
志
子
、
北

村
孝
子
、
小
島
喜
恵
子
、
小
林
聰
子
、
佐
竹
美
智
子
、

鈴
木
秀
子
、
寺
久
保
ト
シ
子
、
中
田
し
ず
え
、
林
好

江
、
藤
井
孝
子
、
藤
井
麻
未
（
敬
称
略
）
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
院
副
住
職
が
東
京
マ
ラ
ソ
ン
完
走
！

東
京
都
内
で
二
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
た｢

東
京
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
５｣

に
当
院
の
藤
井
教
祥
副
住
職
が
初
参
加

し
、
四
十
二
・
一
九
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
完
走
し
ま
し

た
。副

住
職
は
、
一
般
社
団
法
人
日
青
塾
と
し
て
同
マ
ラ

ソ
ン
に
出
場
。
午
前
九
時
十
分
に
新
宿
区
の
都
庁
を
ス

タ
ー
ト
。
千
代
田
区
内
幸
町
付
近
の
二
十
キ
ロ
地
点
を

二
時
間
五
十
五
分
で
通
過
。
江
東
区
有
明
の
ゴ
ー
ル
を

五
時
間
四
十
分
二
十
秒
と
い
う
タ
イ
ム
で
走
り
抜
け
ま

し
た
。

三
月
十
八
日
（
水
）
～
二
十
四
日
（
火
）
春
季
彼
岸
会

二
十
四
日
（
火
）
彼
岸
会
施
餓
鬼
法
要

午
後
一
時
よ
り

四
月

一
日
（
水
）
願
満
祖
師
御
開
帳

八
日
（
水
）
花
ま
つ
り

終
日
甘
茶
供
養

十
一
日
（
土
）
十
三
日
講

法
要
並
法
話

午
後
一
時
よ
り

十
八
日
（
土
）
甲
子
大
黒
天
祭

※
『
願
満
』
の
次
回
発
行
は
お
盆
過
ぎ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

平成２７年（２０１５年） ２月 願 満（年３回発行）

節分会では、｢ダブルスパム｣の新垣栄斗さんが

お手伝いに加わりました



平成２７年（２０１５年） ２月 願 満（年３回発行）

『
法
華
経
』
の
漢
訳
者
鳩
摩
羅
什
（
く
ま
ら
じ
ゅ
う
）
（
そ
の
一
）

前
回
は
ユ
ニ
ー
ク
な
訳
経
僧
、
曇
無
讖
（
ど
ん
む
し
ん
）
を
取
り
上
げ
た
が
、
今
回
は

私
た
ち
が
、
現
在
読
誦
し
て
い
る
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
翻
訳
者
、
鳩
摩
羅
什
（
く
ま
ら
じ

ゅ
う
）
に
つ
い
て
、
特
に
重
要
な
人
物
な
の
で
二
、
三
回
に
分
け
て
紹
介
し
よ
う
。

鳩
摩
羅
什
と
い
う
名
は
、
略
し
て
単
に
羅
什
と
も
呼
ん
で
い
る
が
、
も
と
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
を
音
写
し
た
も
の
だ
。
ク
マ
ー
ラ
は
少
年
、
童
子
と
い

う
意
味
、
ジ
ー
ヴ
ァ
は
生
命
と
か
、
寿
命
と
い
う
意
味
な
の
で
、
意
訳
し
て
童
寿
と
も
い

う
。鳩

摩
羅
什
の
生
年
、
没
年
に
は
諸
説
あ
る
。
大
方
の
支
持
を
得
て
い
る
一
説
を
挙
げ
れ

ば
、
西
暦
三
五
○
年
に
生
ま
れ
、
四
○
九
年
に
示
寂
し
た
と
い
う
。
羅
什
の
こ
と
を
記
し

た
伝
記
に
は
、
僧
祐
『
出
三
藏
記
集
』
巻
十
四
、
南
朝
梁
の
慧
皎
『
高
僧
伝
』
巻
二
、
唐

の
房
玄
齢
『
晋
書
』
巻
九
十
五
、
「
鳩
摩
羅
什
伝
」
、
そ
れ
に
弟
子
の
僧
肇
の
追
悼
文

「
鳩
摩
羅
什
法
師
誄
（
く
ま
ら
じ
ゅ
う
ほ
っ
し
る
い
）
」
（
偽
作
説
あ
り
）
が
あ
る
。

さ
て
、
羅
什
は
、
イ
ン
ド
出
身
の
還
俗
僧
、
鳩
摩
炎
（
ク
マ
ー
ラ
ヤ
ナ
）
を
父
に
、
亀
茲

（
き
じ
）
国
王
の
妹
の
耆
婆
（
ジ
ー
ヴ
ァ
）
を
母
と
し
て
亀
茲
国
（
今
の
中
央
ア
ジ
ア
、

ク
ッ
チ
ャ
）
に
生
ま
れ
た
。
イ
ン
ド
か
ら
ク
ッ
チ
ャ
に
や
っ
て
き
た
僧
侶
鳩
摩
炎
に
、
国

王
の
妹
の
耆
婆
が
一
目
惚
れ
し
て
、
無
理
矢
理
還
俗
さ
せ
て
結
婚
し
た
と
い
う
。
鳩
摩
炎

は
も
と
イ
ン
ド
の
或
る
国
の
大
臣
の
息
子
で
あ
っ
た
が
、
出
家
し
て
諸
国
を
巡
遊
し
て
ク

ッ
チ
ャ
に
至
っ
た
と
い
う
。
国
王
王
家
の
厚
遇
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
鳩
摩
炎
に

国
王
の
妹
耆
婆
が
恋
し
た
の
だ
と
伝
え
る
。
の
ち
に
羅
什
が
生
ま
れ
、
母
子
と
も
ど
も
出

家
し
て
し
ま
う
と
還
俗
し
た
彼
は
居
場
所
も
な
く
、
あ
る
時
、
い
ず
こ
へ
か
去
っ
て
行
っ

た
と
い
う
。

以
後
、
年
譜
式
に
書
く
と
、

三
五
○
年
、
誕
生
。
幼
少
時
よ
り
母
に
よ
る
英
才
教
育
を
受
け
る
。

三
五
六
年
、
数
え
七
歳
で
母
と
と
も
に
出
家
し
た
。
二
年
後
、
九
歳
で
母
と
イ
ン
ド
の

カ
シ
ミ
ー
ル
に
赴
き
、
小
乗
の
部
派
、
説
一
切
有
部
（
せ
つ
い
っ
さ
い
う
ぶ
）
の
槃
頭
達

多
（
バ
ン
ド
ゥ
ダ
ッ
タ
）
に
師
事
し
て
、
三
年
間
の
留
学
生
活
を
送
る
。

三
六
一
年
、
十
二
歳
の
と
き
、
カ
シ
ミ
ー
ル
よ
り
故
国
へ
の
帰
途
、
パ
ミ
ー
ル
山
中
の

北
山
（
ほ
く
ざ
ん
）
で
、
一
人
の
僧
か
ら
母
の
耆
婆
が
「
こ
の
子
は
も
し
、
三
十
五
歳
ま

で
に
破
戒
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
大
い
に
仏
法
を
起
こ
し
て
無
数
の
人
々
を
度
す
る
優
婆

堀
多
（
う
ば
く
っ
た
）
と
な
る
。
も
し
全
う
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
た
だ
単
に
賢
い
僧

で
終
わ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
言
を
受
け
る
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
後
の
羅
什
の
破
戒
を
暗
示
し
て
い
て
象
徴
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
後
に
伝
記
編
集
の
際
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

羅
什
と
母
は
カ
シ
ミ
ー
ル
の
帰
途
、
疏
勒
（
カ
シ
ュ
ガ
ル
）
に
一
年
滞
在
し
、
こ
こ
で

須
利
耶
蘇
摩
（
ス
ー
リ
ヤ
ソ
ー
マ
）
と
出
会
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
小
乗
仏
教
か
ら
大
乗
に

転
向
す
る
。
主
に
大
乗
中
観
派
の
論
書
を
研
究
し
た
。
後
に
中
国
に
迎
え
ら
れ
た
時
に
、

羅
什
が
中
国
に
紹
介
し
た
主
な
大
乗
論
書
が
こ
の
分
野
の
も
の
で
あ
る
。

三
六
九
年
、
数
え
二
十
歳
に
な
り
、
ク
ッ
チ
ャ
の
王
宮
で
受
戒
し
、
卑
摩
羅
叉
（
ヴ
ィ

マ
ラ
ク
シ
ャ
）
よ
り
戒
律
文
献
の
『
十
誦
律
』
を
学
ん
だ
。
以
後
、
羅
什
は
仏
教
修
行
者

と
し
て
の
日
々
を
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
の
平
穏
な
生
活
は
そ
れ
か
ら
十
数
年
後
に

突
然
に
破
ら
れ
る
。

三
八
二
年
、
中
国
の
前
秦
王
苻
堅
（
ふ
け
ん
）
は
将
軍
呂
光
を
派
遣
し
、
七
万
の
軍
勢

に
よ
っ
て
亀
茲
国
を
攻
略
し
、
羅
什
を
捕
虜
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
秦
と
い
う
の
は
、

五
胡
十
六
国
時
代
に
中
国
中
原
の
地
に
侵
入
し
た
異
民
族
の
氐
族
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た

国
で
、
当
時
、
苻
堅
を
第
三
代
帝
王
に
、
長
安
を
都
と
し
て
勢
力
を
振
る
い
、
江
南
の
地

に
亡
命
政
権
を
立
て
て
い
た
漢
人
の
国
、
東
晋
を
し
ば
し
ば
脅
か
し
て
い
た
。
こ
の
苻
堅

が
、
中
国
の
地
に
ま
で
名
声
が
届
い
て
い
た
羅
什
を
国
師
に
し
よ
う
と
し
て
、
い
わ
ば
羅

什
拉
致
の
た
め
に
ク
ッ
チ
ャ
を
攻
略
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
続
き
は
次
回
に
し
よ
う
。

あ
れ
やこ

れ
や


